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大陸と時刻制
（山　本　生）
　白痴は，就會事情を硯察するため，去る1コ」中頃，直行して，」ヒ支に下り，
主として北京に滞在してみる．六月には漏洲各地を巡り，七月に離洛する町回
である．
　北京に來た最：初から，自分の最も回心を惹いたものは“標準時”の問題であ
った．既に，ひろくt’一i般に知られてみる如く，北京と言はす，天津と言はす，
上海と言はす，晶晶と言はす，今日，国郡大陸tC於いて，皇軍の威力により・
蒋介石政椛の支配を脱した所々は，皆，一様に：，わが日本と同じ東SSI35’）の標
準時を，“新時刻”と総して，公式icJljひてみる．（之れに封して，支那の沿岸一
帯が從來用ぴてるた東経1200の標i｛1i時を“醤時刻”と呼んでみる・）この事實を
見て大陸の多くの人々は，標準時の制度に於いても，わが日本が‘ひ日奉時刻”
を，無理やりに：支那の肚會へ押しつけてみるやうに老へてるるし，又，下等の
人は，之れは，只，大陸に進出してみる邦人たち（特に，わが軍部や官公吏や
大會杜などの人々）が，日本の内地と交通したり，通信したりする場合の便利
上，こうした“新時刻制”を張制してみるのだと，考へてるる．こんな誤解の
ために，北京では，各人各様の立ち場から，既に實施公布されてるる筈の此の
“薪時刻”を用ひ澁ってみる人々が非常に多く，諸官聴や，軍部に於いてさへ
執務時刻をわざわざ・時間だけ遅らせたり，食事や休息の時刻を遅らせたりし
て，恰も‘’Wf時刻”を爲（うそ）の時刻であるかの如く輕覗してみる．茜だしき
に至っては津ぱ公然”’一・塒亥r’を屋内屋外の時計で示し溌く“新時刻”
を認めな雨介石山裾台Fの如き（90ち，わが日本の敵國の如き）生活プログ
ラムを藁筆してみる人々すらある．
226@　　　大陸ミ時魍L＿尺蓉界mta
しかしながらt　・ltの“累増”なるものは’　twtWtとか・國灘係とカ・を噛1
ても泣派に天文學㈱の騰がら朗々すべき筋あひのものであって…つて
自分備醐や麟の人姻た雌嘱した細細叉・近年，鞠熾》
人々のためにも主張してみる所である・要は・この“新時刻制”なるものオ：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り勒る鞭の脳よりも・むしろ，繍上の利翻係か胱づ論ぜられるぺ、
ものであり調ほ司れの脚こ・人肥保健」二謀風紀上からも考へらるべき
1聰なのである・之健例へば・かの麻諸瞭撫て・’‘＞f，；ua“R‘mall“・亥・lll、、j”
が多く和行せられる鵬も・叉消分が昨年勅が日納地のためにも，・鞠
を・・時間だけ進めて，東経150。の標準時を新しく實施するやう建議しつ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～ある
所以も・皆洞じ鵬こ基づくσ）である・從って趣いて言へば・こうした時
刻徽四駅1・輌か欣肇チする者は・几囎鰍だけである筈である
（あたかも謙軒忍に蜘猟〃よ瀦儲であるとい纐である・）・・うし
た蛾賦して帽でないことを誰融てるためには諏爾三職の新ロ鞠
制を採用してみる澱洲國や憂湾で，嚴密な経濟統計をとって見れば好v、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔第237　Rへ簡
　　　　　　　　　　う【　　　涛　　　　涛　　　　幡
　〔第249’買よtrJ縦く〕
ge．　24　Hは軸上繍で日の9Ptるのを待ちかねて8センチをその邊へ向け
た・星の旗ない・“mあ塑だな”と思ひつs5分磯に鞠の位置より
東へ堰ばかり聞した該星観つけ・勤演壇の礁該の大き穐
見積ると誼様4訂即きの鞭局へ・ほ昂ど幅撫して駈けつけて，　til
本．先生と東京’天文哀へ竜崎したのであった．
燃犀糊し嫡に依りますと外國では大部以前畷見され鋸つた由．籔
”＄nsiの惣かluの異いとカあ齢のでしたら’C・N　e？もあ”鰯鴇う1馬刀
も前罎見され鋸たのですから私もあきらめられますし謀それが領へ，、
鞭燵ともなれば幸甚と存じてをります．
前囎きまし猷に幅の胸懸が莚をかぶって居りましたの硯軌圭塊
の顯が榊なかったのが滋でした會∫儲兄卿に講星㌶眞を濫り
にな！’て居りましたらどうか風潮豪へ．糊繍下さら傭を禰嘱し
ます．（岡林滋樹）
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　　　　　　　　　　．・．　TL，＝：KL）L一・一・一．J・一・一・一・一（1）
　周期がわっか△Tだけ増すとすれば，其れに樹する長さの微少なる増△L
は，　　　　　　　　（T十△T）2＝rc・：）（L十△L）
　　　　　　“’　T2　十2T’　AT十　As　T”　＝’　rc2　（L　十AL）
　△Tは微少な藪だから△T2はお話にならぬ位小さい藪である故に無湿し
て　T3十2T・△T＝κ2（L＋△L），（Dを代入すると，
　　　　　　・T・△T一｛三・A・，・△・一・L＜4rfl’．．
　T』を1書夜とすれば，1440分であるから，△Tを三書夜に付m分とすれ
ば　　　ムレ繋・一…・一・《・）
titれが振子時計の調整式である．
　實例の計算を示すと，振子長50cmの時計が，1書夜に付，ラヂオの時報に
依り，3分宛邊れるとすれば，（2）式に依りL　・500　mm，　m＝：3なる故に
△・一 Q罷一・・1mm，巳魚子を2・1・mmだけ縮むれば磁・なる．心
高の如く月分量で縮むるのはよくない，物指でネジの所をiE確に計るべきであ
る．略2mmだけ縮むれば，再びラヂオ時報で試すまでもなく，（2）式に於て
L＝500　mm，△L＝2mm，4＼L齢2mmと置けば，
　　　　　　　　　・一幾m，・m一・・88分．
　即ち誤差0．12分＝7秒の程度（1書夜に付）にまで補1εせられ實用上支障は
ない．（「オ1ム」より）
　〔第226頁よuJ績く〕
　前記の事情から見て，支那大陸の二三の人々は，政樺の如何に拘らす，潔く
“新時刻”を實施し，其の生活を合理化すべきであり，術ほ，わが日本内地に
於いても，（特tC，諸事節約と緊縮とを要する今日の非常時局であることを考慮
しつx）tjt會の大局から見て，一日も早く標準時制改正の歩に出づべきである
と思ふ，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1939．　5．　6．　atty　t：K）
